
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://tensai-art.com    特定非営利活動法人 障碍者芸術推進研究機構
 

 

 

２０１5年 3月 15日  冬・春合併号 

―
「
天
才
ア
ー
ト
」
と
は
、
障
碍

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人
の
優
れ
た
感
性
と
表
現
力
、 

そ
こ
か
ら
湧
き
出
る
独
創
的
な
作
品
に
対
し
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た 

も
の
で
す
。 

◎
２
０
１
５
年
展
覧
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
展
予
告 

・
・
・
・
・
・
・
２
面 

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
紹
介 

・
・
・
・
・
・
３
面 

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
作
品
紹
介 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
面
・
５
面 

◎
ト
ピ
ッ
ク
ス
／
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
に
選
定
／ 

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
（
大
津
市
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
面 

◎
活
動
紹
介
／
「
天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
き
た
展
Ｉ
Ｎ
納
屋
町 

呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
面 

◎
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
／
や
っ
ほ
う
！
ギ
ャ
ラ
リ
ー
５ 

「
冬
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
・
・
・
・
・
・
・
・
６
面 

◎
青
空
美
術
館
情
報 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
７
面 

◎
募
集
し
て
い
ま
す 

／
会
員
、
季
報
掲
載
広
告
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

・
・
８
面 

 

法人事務所 

〒612-0835 京都市伏見区桃山紅雪町162番地 

 

〒605-0811        四条・新道アトリエ 

京都市東山区小松町130番地 元新道小学校内 

 

Vol.7 

 

京都のアール・ブリュット 

http://tensai-art.com/


 
 

 

展
覧
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 
 

京
都
発
～
異
才
の
作
家
群
と 

 
 
 

 
 

そ
の
世
界 

 

近
年
、
障
碍
の
あ
る
人
の
作
品
が
、
「
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
あ
る
い
は
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
ア

ー
ト
」
、
「
ボ
ー
ダ
レ
ス
ア
ー
ト
」
と
い
っ
た
呼
称

を
冠
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
展
覧
会

な
ど
も
各
地
で
活
発
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

や
京
都
に
お
い
て
も
文
化
芸
術
振
興
の
柱
の
一
つ

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

今
展
は
京
都
国
際
現
代
芸
術
祭
組
織
委
員
会
の

後
援
に
よ
り
、
『
京
都
国
際
現
代
芸
術
祭
２
０
１

５
』
（
会
期
三
月
七
日
～
五
月
十
日
）
の
サ
ブ
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
京
都
市
内
の

主
要
な
美
術
館
な
ど
で
同
時
期
に
開
催
さ
れ
る
世

界
の
最
先
端
の
現
代
ア
ー
ト
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
詳
細
は
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
） 

         

 

第
四
回
目
と
な
る
今
展
は
、「
京
都
発
～
異
才
の

作
家
群
と
そ
の
世
界
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
京
都

で
ア
ー
ト
活
動
を
し
て
い
る
「
ア
ト
リ
エ
や
っ
ほ

う
」
「
洛
西
ふ
れ
あ
い
の
里
産
園
」、
「
ア
ト
リ
エ
と

も
」
「
障
害
者
支
援
施
設
Ｄ
Ｏ
」
、
ま
た
京
都
市
立

の
総
合
支
援
学
校
と
、
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
所
属
作
家
に
よ
る
特
に
充
実
し
た
作
品
を
展

示
い
た
し
ま
す
。
独
特
の
作
風
や
、
豊
か
な
色
彩
、

類
稀
な
る
造
形
感
覚
な
ど
、
そ
の
驚
嘆
す
べ
き
異

才
ぶ
り
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。 

四
月
十
二
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
甲
南
大
学

の
服
部
正
氏
と
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

J
A

P
O

N
E

・IN

パ
リ
展
」
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
さ

れ
た
田
端
一
恵
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
日
本
の
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
最
新

の
動
向
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
後
半
は
、

京
都
の
ア
ト
リ
エ
関
係
者
が
、
作
家
達
の
活
動
を

紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
作
品
の
魅
力
に
迫
る
デ
イ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
展
覧
会
と
併
せ
て
、

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

         

                    

 

堀川御池ギャラリー  2015年 4月 2日(木) ～ 4月 14日(火)   
               開館時間；午前 11 時～午後６時 ／休館日なし 

  京都市中京区油小路通御池押油小路町 238－1（地下鉄；二条城前駅 徒歩 3 分／市バス；堀川御池 徒歩 1 分） 
                                                                                                                          

◎ シンポジウム  2015年 4月 12日(日) 午後 2時～午後 
会場；京都市立堀川音楽高校 音楽ホール（堀川御池ギャラリーに隣接） 

主  催；ＮＰＯ法人 障碍者芸術推進研究機構  

共  催；京都市  京都市教育委員会 

後  援；京都国際現代芸術祭組織委員会  京都新聞社会福祉事業団  京都市立総合支援学校長会 

協賛出品；アトリエとも  京都市ふしみ学園アトリエやっほう!!  京都市立総合支援学校  

障害者支援施設ＤＯ  京都市洛西ふれあいの里授産園  

       助 成 金；京都府地域力再生支援事業 公益財団法人京都オムロン地域協力基金 

 
 
◎ 会場設営・会場管理をお手伝くださる ボランテイア を募集しています ◎     

                                                                                                                           

■１８歳以上の方で、下記Ａ／Ｂ／Ｃのうち都合のよい日程。（Bについては、時間帯①又は②をお知らせください） 

Ａ.展覧会準備 3月 30日(月)～4月 1日(水) 11時～18時の都合のよい時間 （会場設営の補助／作品展示の補助 など） 

Ｂ.展覧会期中  4月 2日(木)～4月 14日(火) ①11時～14時 30分 ②14時 30分～18時 （入場受付／会場巡回 など） 

Ｃ．会 場 撤 去 4月 15日(水) 11時～14時 ＊作品の取り外し／梱包 など           

◆お問合せ・登録はＨＰより ≪http://tensai-art.com ≫ 

堀川御池ギャラリー全景（御池通南面） 

!! 

京都国際現代芸術祭 2015公式ロゴ 



 

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
ご
案
内 

― 
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
公
式
シ
ョ
ッ
プ 

― 

 

天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
公
式
シ
ョ
ッ
プ
は
、
す
べ
て
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の 

所
属
作
家
の
作
品
を
デ
ザ
イ
ン
活
用
し
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
す
。 

当
機
構
は
、
こ
の
販
売
収
益
を
還
元
す
る
こ
と
で
、
障
碍
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加 

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

二
〇
一
四
年
十
一
月
の
展
覧
会
で
展
示
し
ま
し
た
デ
ザ
イ
ン
化
新
製
品
を
、
当
ミ
ュ
ー
ジ 

ア
ム
の
公
式
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
、
あ
ら
た
に
追
加
し
販
売
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
展
覧
会 

ポ
ス
タ
ー
の
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
も
な
っ
た
「
朝
焼
け
」
、
迫
力
の
あ
る
「
ト
ラ
」
、
「
赤
い 

富
士
」
等
の
作
品
を
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
追
加
い
た
し
ま
し
た
。 

ぜ
ひ
「
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
公
式
シ
ョ
ッ
プ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ウ
ェ
ブ
・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
担
当 

高
橋
知
里 

            
【 お支払いについて 】 

◇お支払い方法 

■ クレジットカード   ■ 代引き 

・メール便はポスト投函でのお届けになります。 

・お支払いはクレジットカードでお願い致します。 

・代引きをご希望の場合は、宅配便でのお届けとなります。 

・送料、手数料を予めご確認ください。 

◇ 手数料について 

・代金引換手数料は、お客様ご負担となります。 

※ 代引手数料：1万円まで 324円 

◇ 返品、交換について 

●次の場合は、返品・交換はお受けできません。  

1．ご使用、または開封された商品 

2．お客様のご都合でキズ、汚損などが生じた場合 

3．.特別な事情がなく、商品の到着後８日間経過した場合 

●次の場合は返品・交換いたします。 

1．不良品（配送中の汚損・破損を含む）が届いた場合 

2．当店のミスでご注文と違う商品が届いた場合 

 

【 お届けについて 】 

◇ 送料  

・メール便（クリアファイルやポストカード等） 82円 

・宅配便（バッグ等） 648円（一部地域は追加料金あり） 

      ＊送料は物流情勢により改定することがあります。  

 

◇ 発送作業について 

天才アートミュージアムショップは、少人数スタッフでの運営のため、 

商品発送は、毎週土曜または日曜日にまとめての作業となります。 

ご理解のほどよろしくお願いします。 

通常、発送日から 2～5日でのお届けとなります。沖縄県、離島等 

へのお届けは、通常よりお日数がかかります。 

 

◇ 海外へのお届けについて 

現在、海外発送は承れません。予めご了承ください。 

 

PC・スマートフォン版 URL 

http://store.shopping.yahoo.co.jp/tensai-art/ 

携帯電話版 URL 

http://shp.mobile.yahoo.co.jp/p/store/tensai-art/ 

 

天才アートミュージアム公式ショップ 

http://store.shopping.yahoo.co.jp/tensai-art/ 

または、「 天才アート 」で ヤフー検索！ 

 

 

８２円 

http://store.shopping.yahoo.co.jp/tensai-art/
http://shp.mobile.yahoo.co.jp/p/store/tensai-art/


 

作 

品 

紹 

介 

  

元
新
道
小
学
校
（京
都
市
東
山
区
大
和
大
路
通 

四
条
下
る
）の
レ
ト
ロ
な
校
舎
に
開
設
し
た
ア
ト
リ 

エ
に
集
い
、
天
才
ア
ー
ト
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
精 

力
的
に
創
作
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
所
属
ア
ー
テ 

ィ
ス
ト
も
年
々
増
え
。
多
様
多
彩
な
作
品
が
生
ま
れ 

て
い
き
ま
す
。 

          

                     

                     

                   

        

        

       

 

「セルオリウス」の制作中 2014年 

園村克之 Katuyuki Sonomura 

厚紙／ペン 1100×800 

新道アトリエで、彼はこれを何も見ないで一気に描い

た。タイトルも自作。自宅ではスケッチブックにいつ

も描いている。 

「EXILE」2014年 平 彩夏 Ayaka Taira 

紙／アクリルガッシュ 542×765 

彼女は今 EXILEにはまっている。 

写生なども好み、モチーフによって画材も水彩・油彩・

アクリルと巧みに使い分けている。 

小寺菜月の切紙ワーク 

「トロピカルフルーツ」「野菜の木」他 2013年 

小寺菜月 Natsuki Kotera 

A4紙の切抜（右側画像は作品の束約 1500枚） 

A4の用紙を数枚重ねて中央で折ると、大きめのハサミであっと 

いう間に切り抜く。近くの人に何の形か分かる？と問いかけた 

りする時もハサミは動いている。上記作品は約 1月分であるが、 

年々形状は複雑になってきている。 

 

「ぽすと」2014年 山元真菜子 Manako Yamamoto 

（ゲシュタルト崩壊フラグ）／PC制作 

彼女はアトリエでは絵筆をとり、自宅では PCで描くことが 

多いが、そうして構想しているのかもしれない。 

自ら「ゲシュタルト崩壊フラグ」を名乗って facebookに作 

品を投稿し、ファンが増えている。 



                               

富
田
作
品
が 

A
R
T
O

T
H
E
Q

U
E

に
選
定 

 

天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
属
作
家
の
富
田

晃
生
さ
ん
の
作
品
（
「
ロ
ゴ 

ア
ー
ト
」
シ
リ
ー
ズ
）

十
三
点
が
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
の

AR
TO
TE
QU
E

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

ア
ル
ト
テ
ッ
ク
と
は
ビ
ブ
リ
オ
テ
ッ
ク(

フ
ラ

ン
ス
語
で
図
書
館)

に
対
応
す
る
ア
ー
ト
作
品
の

ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
意
味
で
す
。
京
都
造
形
芸
術

大
学
美
術
工
芸
学
科 

椿
昇
教
授
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
で
、
よ
り
身
近
に
ア
ー
ト
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
な
が
ら
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
支

援
し
よ
う
と
い
う
試
み
。
京
都
の
地
か
ら
芸
術
に

親
し
む
国
を
再
生
し
た
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら

れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ア
ー
ト
バ
ン
ク
と
も

呼
ば
れ
、
図
書
館
の
よ
う
に
、
作
品
を
「
誰
も
が

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
仕
組
み
で
す
。 

本
年
は
富
田
さ
ん
を
含
む
十
四
名
の 

作
家
の
作
品
が
選
抜
さ
れ
、
購
入
あ
る 

い
は
リ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

作
品
展
示
会
場
は
、
京
都
造
形
芸
術 

大
学
の
美
術
工
芸
学
科
研
究
室
内
の
ギ 

ャ
ラ
リ
ー
。
展
示
期
間
は
三
月
一
日
ま 

で
。
な
お
、
展
示
終
了
後
も
ア
ル
ト
テ 

ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
ー
ス
・ 

購
入
申
込
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ア
ル
ト
テ
ッ
ク
・
リ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
メ
ン
バ
ー
／
大
庭
大
介(

ペ
イ
ン
タ
ー)

、

小
野
規(

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー)

、
後
藤
繁
雄(

編
集

者)

、
竹
内
万
里
子(

批
評
家)

、 

椿
昇(

ア
ー
テ
ィ

ス
ト)

、
名
和
晃
平(

彫
刻
家)

、
服
部
滋
樹(

デ
ザ

イ
ナ
ー)

、
宮
津
大
輔(

コ
レ
ク
タ
ー)  

※A
R
TO
TH
ÈQ
UE
 

は
椿
昇
と
小
野
規
共
同
デ
ィ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
、
２
０
１
５
年
開
催
の
京

都
国
際
現
代
芸
術
祭 

「PA
RA
SO
HI
A

」
と
の
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
あ
る
。 

                     

ア
ー
ル
・ブ
リ
ュ
ッ
ト
～ 

ユ
ー
ト
ピ
ア
の
創
造
主
た
ち 

 

滋
賀
県
で
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
「
ア

メ
ニ
テ
ィ
―
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
期
間
中
に
開
催
。

今
年
も
二
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
、
大
津
市
内
の

ホ
テ
ル
で
展
覧
会
と
関
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
展
覧
会
は
、「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作

品
全
国
公
募
」
（
文
化
庁
支
援
事
業
）
の
入
選
作
家

七
八
名
の
内
の
三
一
名
の
方
の
作
品
と
、「
日
本
の

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
家
」
と
し
て
す
で
に
名

の
あ
る
作
家
四
名
の
作
品
な
ど
、
お
よ
そ
一
五
〇

点
を
展
示
。
公
募
に
は
、
全
都
道
府
県
よ
り
２
３

０
０
人
・
７
８
０
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
３
次
の

選
考
を
経
て
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
公
募
展
の
作
品

は
、
審
査
員
の
田
島
征
三
氏
が
示
唆
し
た
よ
う
に
、

表
現
や
モ
チ
ー
フ
な
ど
全
て
が
実
に
「
面
白
く
」

「
独
創
的
」
。
作
風
に
一
作
ご
と
に
戦
慄
さ
え
覚
え

る
よ
う
な
高
揚
感
が
こ
の
展
覧
会
の
凄
さ
楽
し
さ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
作
品
を
生
み
出
し
続

け
る
で
あ
ろ
う
創
造
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
予
感
さ
れ

る
の
で
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
厚
生
労
働
省
の

委
託
事
業
「
障
害
者
の
芸
術
活
動
支
援
モ
デ
ル
事

業
」
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
３

年
間
で
一
定
の
「
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
モ
デ
ル
作

り
を
目
指
し
、
全
国
に
埋
も
れ
て
い
る
「
才
能
」

や
作
品
の
発
掘
と
、
よ
り
充
実
し
た
支
援
の
体
制

づ
く
り
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

「スーパー羊Ⅰ」（左） 

「スーパー羊Ⅱ」（右）   

土屋彰男 Akio Tsuchiya 

キャンバス／鉛筆・アクリルガッシュ 

2点とも 805×1000  2014年 

なによりも絵を描くことが好きな彼

が、昨年 11月に 1か月かけて、休日

や夜に自宅で製作に取り組み、描き

上げた今年の干支の「羊」です。 

左；京都造形大学内 

  の作品展示 

 

右；新道アトリエで 

  の制作風景 

 

下；アルトテックの 

  案内ハガキ 



 
 

天
才
ア
ー
ト
が 

や
っ
て
き
た
！
展 

Ｉ
Ｎ 

納
屋
町 

 

京
都
銀
行
伏
見
支
店
（
一
月
十
三
日
～
二
十
三

日
）
と
伏
見
の
納
屋
町
商
店
街
（
一
月
三
十
一
日
・

二
月
一
日
）
で
、
昨
年
秋
に
続
い
て
『
天
才
ア
ー
ト

が
や
っ
て
来
た
！
』
展
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
ア
ー
ト
展
は
、
伏
見
納
屋
町
商
店
街
振
興
組

合
が
取
組
む
「
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
商
店

街
づ
く
り
」
の
一
環
で
、
地
元
の
南
浜
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
も
協
力
し
て
、
昨
年
五
月
か
ら
今
年
三
月

ま
で
月
替
わ
り
で
展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

京
都
銀
行
伏
見
支
店
の
あ
る
大
手
筋
商
店
街
と
、 

納
屋
町
商
店
街
は
、
平
日
昼
間
で
も
多
く
の
買
い
物 

              

客
な
ど
が
行
き
交
う
京
都
で
も
指
折
り
の
繁
華
街
。

連
続
し
て
行
わ
れ
る
こ
の
作
品
展
は
と
て
も
好
評

で
す
。
用
事
が
あ
っ
て
立
ち
寄
っ
た
銀
行
で
、
ま
た

ア
ー
ケ
ー
ド
で
、
思
い
が
け
ず
見
つ
け
た
色
鮮
や
か

な
作
品
が
、
き
っ
と
ひ
と
時
心
和
ま
せ
、
ほ
っ
こ
り

さ
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
美
術
館
に
普
段
行
か

れ
る
こ
と
の
な
い
方
に
も
、
気
軽
に
天
才
ア
ー
ト
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
作
品
を
み
て
い
た
だ
く
素
敵
な
機

会
と
な
っ
た
は
ず
。
こ
れ
か
ら
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

一
人
で
も
多
く
の
人
に
作
品
を
観
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
・
・
・
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

   
 
 
 

作
品
展
示 

「小
山
怜
志
の 

３
Ｄ
ワ
ー
ル
ド
」  

 

一
月
七
日
（
水
）
〜
二
月
九
日
（
月
）
ま
で
、
京 

都
市
伏
見
区
丹
波
橋
に
あ
る
「
京
都
市
呉
竹
文
化
セ 

ン
タ
ー
」
で
、
小
山
怜
志
さ
ん
の
切
り
紙
作
品
が
、 

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
吹
奏
楽
や
バ
レ
エ
、
ダ
ン
ス
な 

ど
多
彩
な
催
し
が
毎
週
末
行
わ
れ
る
ホ
ー
ル
の
前 

に
あ
る
大
型
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
、
正
月
の
時 

季
に
ふ
さ
わ
し
い
両
面
が
華
や
か
な
金
銀
と
赤
や 

緑
色
の
紙
で
制
作
し
た
立
体
作
品
が
飾
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
時
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
進
化
し
、
複
雑

化
し
て
い
く
小
山
さ
ん
の
作
品
二
五
点
を
、
切
り
抜

い
た
残
り
の
用
紙
と
一
緒
に
展
示
し
ま
し
た
。
独
特

の
複
雑
な
形
状
を
し
た
恐
竜
の
モ
デ
ル
。
触
角
や

羽
・
脚
が
精
巧
に
バ
ラ
ン
ス
し
た
セ
ミ
や
ス
ズ
メ
バ

チ
。
自
在
に
動
き
だ
し
そ
う
な
手
足
、
そ
れ
ら
は
全

て
一
枚
の
四
角
い
大
判
の
折
紙
用
紙
か
ら
下
書
き

も
な
く
ハ
サ
ミ
で
瞬
時
に
切
り
抜
か
れ
、
止
ま
る
こ

と
な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
山
折
り
谷
折
り
を
繰
り

返
し
、
み
る
み
る
う
ち
に
平
面
が
立
体
へ
と
変
貌
し

て
い
く
製
作
の
様
子
は
、
作
品
か
ら
は
想
像
も
つ
き

ま
せ
ん
。 

               

「
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
折
り
は
じ
め
て
ど
う
折

ら
れ
て
い
っ
た
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
」
と
、
ご
覧

い
た
だ
い
た
方
の
感
想
も
う
か
が
い
ま
し
た
。 

ホ
ー
ル
の
催
し
を
見
に
来
ら
れ
た
様
々
な
年
代

の
お
客
さ
ん
が
、
思
い
が
け
ず
目
に
し
て
注
目
。
小

さ
な
お
子
さ
ん
た
ち
は
一
緒
に
写
真
撮
影
を
さ
れ

た
り
な
ど
、
大
人
気
の
展
示
で
し
た
。 

 
 
 

京
都
市
ふ
し
み
学
園 

 
 
 

や
っ
ほ
う
！
ギ
ャ
ラ
リ
ー
５ 

「冬
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」 

 

毎
年
恒
例
で
二
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
、
ふ
し
み

学
園
の
「
ア
ト
リ
エ
や
っ
ほ
う
！
」
の
同
時
代
ギ
ャ

ラ
リ
ー
展
（
京
都
三
条
御
幸
町1

9
2
8

ビ
ル
一
階
） 

を
観
て
き
ま
し
た
。
「
ア
ト
リ
エ
や
っ
ほ
う
！
」
は

「
天
才
ア
ー
ト
展
」
に
初
回
か
ら
毎
年
出
品
く
だ
さ

っ
て
お
り
、
見
覚
え
の
あ
る
作
家
名
と
作
品
の
他
に

可
愛
い
陶
器
作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
回
主

に
そ
の
年
の
新
作
を
初
披
露
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
家
の
個
性
が
際
立
つ
興
味
深
い
展
覧

会
で
し
た
。 

          

京都銀行伏見支店内の作品展示の様子 

（京都府京都市伏見区東大手町 766-3） 

小山怜志の「３Ｄワールド」 

京都市呉竹文化センター 

ショーウインドウ展示 

(２枚とも) 

 

 

同時代ギャラリー 

アトリエやっほう！展の様子 



ボランティア募集 

下記の活動に関わってくださる方を募集しています 

① 広報誌・季報などの企画・編集 

② 作品のデザイン化・商品化などの企画 

③ その他、得意分野を生かした活動など 

場所；四条新道アトリエ 

京都市東山区大和大路四条下る小松町 130 

私たちは、多くのボランティアさんの力を必要としています。 

皆様の積極的な参加をお待ちしています。  

  お問い合わせはホームページから http://tensai-art.com                            

 
 

青
空
美
術
館 

続
報 

【
作
品
入
替
と
新
た
に
二
箇
所
開
設
】 

街
中
の
工
事
現
場
の
万
能
（
ば
ん
の
う
）
囲
い
塀

に
、
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
作
家
の
作
品
画

像
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
す
る
「
青
空
美
術
館
」
。 

一
昨
年
七
月
に
、
京
都
市
下
水
道
局
の
ご
協
力
に

よ
り
、
伏
見
区
の
地
下
鉄
く
い
な
橋
駅
の
東
側
に
第

１
号
を
開
設
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
京
都
市
内
の
五

箇
所
に
順
次
開
設
（
う
ち
二
箇
所
は
終
了
。
詳
し
く

は
季
報
の
３
号
・
４
号
に
紹
介
記
事
が
あ
り
ま
す
。
）

し
、
街
行
く
人
達
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
た
び
、
Ｊ
Ｒ
二
条
駅
西
側
の
下
水
道
幹

線
工
事
現
場
が
立
ち
上
が
る
の
を
機
会
に
第
６
号

を
開
設
し
、
新
た
な
作
品
パ
ネ
ル
と
合
わ
せ
て
、
既

設
三
箇
所
の
「
作
品
入
替
」
を
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
新
た
に
立
命
館
大
学
衣
笠
校
地
の
図
書

館
新
設
工
事
現
場
の
囲
い
塀
に
、
同
大
学
の
ご
協
力

に
よ
り
第
７
号
も
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
こ
の
三
月
か
ら
四
月
に
作
品
パ
ネ
ル
の

設
置
や
入
替
を
す
る
予
定
で
す
の
で
、
次
号
で
も
続

き
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

《 

参
考 

こ
れ
ま
で
の
開
設
場
所 

》 

 

地
下
鉄
く
い
な
橋
駅
東
側
現
地
（
展
示
中
） 

 
 
 
 
 

協
力 

京
都
市
上
下
水
道
局 

京
阪
深
草
駅
構
内
現
地
（
終
了
） 

協
力 

京
阪
電
車
・
吉
村
建
設
工
業(

株)
 

 

                    

元
六
条
院
小
学
校
南
西
角
現
地
（
展
示
中
） 

協
力 

京
都
市
上
下
水
道
局 

山
科
中
央
公
園
内
北
西
側
現
地
（
展
示
中
） 

協
力 

京
都
市
上
下
水
道
局 

立
命
館
大
学
小
松
原
駐
輪
場
現
地
（
終
了
） 

協
力 

立
命
館
大
学 

Ｊ
Ｒ
・
地
下
鉄
二
条
駅
南
西
側
（
新
規
） 

 
 
 
 
  
  

 

協
力 

京
都
市
上
下
水
道
局 

立
命
館
大
学
衣
笠
校
地
内
（
新
規
） 

協
力 

立
命
館
大
学 

竹
中
工
務
店 

                              

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
し
て
い
ま
す 

 障
碍
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
、 

作
品
を
創
る
環
境
を
整
え
、
完
成
し
た
作
品
を
ア 

ー
カ
イ
ブ
＝
記
録
・保
存
し
、
作
家
別
に
ポ
ー
ト
フ 

ォ
リ
オ
＝
「作
品
集
」
を
編
集
制
作
す
る
こ
と
、
作 

品
を
、
商
品
デ
ザ
イ
ン
化
す
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、 

実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
広
く
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く 

こ
と
・・・目
指
す
こ
と
や
思
い
は
高
く
強
く
抱
い
て 

い
ま
す
。
ア
ー
ト
を
勉
強
中
の
若
い
皆
さ
ん
、
様
々 

な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
社
会
人
の
皆
さ
ん
、
特 

技
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
私
た
ち
の
活
動
に
ぜ 

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

              

 

（青数字＝展示中／赤数字＝新規／黒数字＝終了） 

 



季の味わい、心を包む 

京都・東山八坂鳥居前下河原 
０７５-５５１-００３５ 

森田美術印刷 

京都上鳥羽
の 

印刷会社 

季
報
掲
載 

広
告 

募
集
中 

 
季
報
天
才
ア
ー
ト
は
、
「
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」の
活
動
報
告
を
は
じ
め
、
所
属
作
家
の
作
品
紹
介
、

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
関
す
る
コ
ラ
ム
な
ど
を
掲
載
し

ま
す
。
発
行
部
数
は
三
千
五
百
部
で
、
会
員
・
協
賛
団

体
、
関
係
行
政
機
関
、
各
地
の
美
術
館
と
、
京
都
市
内

の
主
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
、
芸
術
系
大
学
、
総
合
大

学
な
ど
に
配
布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。
天
才
ア
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
に
ご
賛
同
く
だ
さ
る
企
業
・
法

人
様
の
ご
協
力
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
問
合
せ

は
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
願
い
し
ま
す
。 

          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表紙作品は、商品の空き箱を使って文字と台紙を切
り取り、セロテープでぐるぐる巻きにして仕上げて
いった作品。作者は中学生のころからこの手法を始
め、その時々のテレビ CM などに映ったロゴを覚え
て家や学校で次々と制作。総合支援学校卒業後中断
していたが、天才アートミュージアムに所属して再
び制作するようになる。これまで制作点数はゆうに
百点を超えている。 
 

 

〈
編
集
後
記
〉
三
寒
四
温
、
や
が
て
空
気
が
和
ら
ぎ
、
美
し
い

京
都
の
春
が
近
づ
く
気
配
。
こ
の
春
は
、「
パ
ラ
ソ
フ
ィ
ア
」
の

春
。
各
地
で
催
さ
れ
る
興
味
深
い
催
し
の
数
々
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
、
人
々
の
話
題
に
上
る
こ
と
も
多
く
な

っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
か
ア
ウ
ト
サ

イ
ダ
ー
ア
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
作
品
の
多
様
な
姿
を
、
パ
ラ
ソ
フ
ィ

ア
京
都
国
際
現
代
芸
術
祭
２
０
１
５
の
中
で
ご
紹
介
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
現
代
芸
術
と
は
何
だ
ろ
う
？
そ
う
考
え
る
と

き
、
言
葉
か
ら
受
け
る
印
象
は
「
古
典
で
は
な
い
新
し
い
」
、
同

時
に
「
何
か
得
体
の
し
れ
な
い
、
解
釈
の
難
し
い
芸
術
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
も
。
天
才
ア
ー
ト
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
作
品
が
醸

す
雰
囲
気
も
、
不
思
議
な
魅
力
も
、
そ
し
て
何
か
特
別
で
、
ま
た

と
て
も
新
鮮
な
そ
れ
ら
が
ま
さ
し
く
「
現
代
ア
ー
ト
」
と
思
え
て

な
ら
な
い
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
作
品
を
観
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
に
と
願
い
つ
つ
、
天
才
ア
ー
ト
季
報
７
号
校
了
。 

画
像
処
理 

高
橋
ち
さ
と
（
ウ
エ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
） 

編
集
・
構
成 

植
村
美
樹
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

吉村建設工業（株） 

075-802-1360 

株式会社 呉 竹

http://www.kuretake.co.jp/ 

 
 
 
 
 

京都で初の大規模な現代芸術の国際展～世界の第一線で活躍する作家が集結 

「PARASOPHIAは、多様な表現や思考と出会う場であり、異質なものを容認し、排除ではなく敬意ある 
距離感を見つけていく経験のプロセスです。参加作家と鑑賞者の双方を巻き込みながら、 
10年後、20年後の文化資産に繋がる、思考と創造の継続的で世界に開かれたプラットフォームを京都に 
根付かせることを目指します。」 
             （アーティスティックディレクター河本信治氏のことばより抜粋） 

 
PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭 2015は、京都市美術館全館と京都府京都文化博物館を主会場に、京都市内 
の複数の会場で開催される、大規模な現代芸術の国際展です。この展覧会には、世界各地で興味深い制作を 
続けている約 40組の芸術家の作品が京都に集い、準備期間の 2年間を通じて京都の歴史や文化遺産からだけ 
でなく、人々の暮らし方からも多くのものを読み取り、京都と関わることで新しい作品に挑戦。 
 

“ 天才アートミュージアム展 2015 ”は、パラソフィアのサテライト・イベントとして、 

京都国際現代芸術祭 2015公式プログラムに掲載され世界に向けて発信されます。 

 

京都支社  
京都市中京区烏丸御池上る二条殿 552 
241-4811 
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